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　７月 28 日、沼宮内高学生寮で撮
影。夏休みに入った生徒たちは、帰
省の準備やインターハイを控える
ホッケー部などさまざま。今回は、
４㌻にわたって学生寮を紹介します。
　　　　　　　（関連記事４‐７㌻）
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今月の表紙

藤沢　暁
あきひろ

宏（54）
＝下大町＝　現

久保　晃
みつひこ

彦（72）
＝久保＝　新

府金　秀
しゅういち

一（53）
＝新町＝　現

佐々木　金
か ね み

見（72）
＝上黒内＝　現

幅　清
せいいち

一（75）
＝日の神子＝　現

三浦　新
し ん ご

吾（60）
＝下鴫沢＝　新

菊池　暢
の ぶ こ

子（58）
＝大股＝　現

岩崎　憲
けん

（49）
＝下浮島＝　新

瀬川　浩
ひ ろ み

美（64）
＝野原＝　現

佐々木　夏
な つ こ

子（67）
＝子九十＝　現

早坂 浩
ひ ろ み

美（65）
＝尾呂部＝

朽木 ヨシミ（74）
＝朽木林＝

細野 清
せいえつ

悦（72）
＝岩瀬張＝

白椛　誉
ほまれ

（61）
＝白椛＝

中村 重
しげのぶ

信（79）
＝江刈内＝

三浦 啓
ひろたか

臣（38）
＝太田＝

今松 一
かずひろ

広（63）
＝今松＝

今松 三
み つ お

男（66）
＝上浮島＝

遠藤 輝
て る み

美（56）
＝大森＝

三浦　誠
まこと

（45）
＝中田＝

岩崎 純
じゅんいち

一（61）
＝沼袋＝

久保 京
きょうこ

子（51）
＝久保＝

白籏 康
や す お

夫（70）
＝芦田内＝

浦田 孝
たかのり

則（65）
＝二ッ森＝

宮手 正
まさはる

晴（76）
＝水無＝

中関 康
こういち

一（68）
＝大渡＝

農地利用最適化推進委員農地利用最適化推進委員

農業委員農業委員

　町は７月 22 日、任期満了に伴い、町議会の同意を
得て新たに 10 人の農業委員を任命しました。委員の
互選により幅清

せいいち
一さんが会長に、三浦新

し ん ご
吾さんが会

長職務代理者に選ばれました。任期は令和８年７月
20 日から同 11 年７月 19 日までの３年間です。

　また、農地利用の最適化を実現するため、現場活
動に力を注ぐ 16 人の町農地利用最適化推進委員は
７月 22 日、農業委員会から委嘱を受けました。委
員の任期は、農業委員と同じく３年間。町の農地行
政に力を注ぎます。

岩手町農業委員会  新体制が発足 農地を守り、地域農業の発展と未来へ

　

町
は
７
月
８
日
、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
で
横
浜
市
と
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関
す
る
連

携
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
光こ
う
じ司
町
長
と
平
原
敏と
し
ひ
で英

横
浜
市
副
市
長
が
協
定
書
に
署
名

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

地
域
活
力
の
創
出
に
向
け
、
連
携

を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
・
導
入
・
利
用
拡
大

の
ほ
か
、
脱
炭
素
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
よ
る
地
域
活
力
の
創

出
、
国
へ
の
政
策
提
言
な
ど
３
項

目
で
連
携
。
両
自
治
体
は
と
も
に

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
同
市
は
、
市
内
の
電
力
需
要
を

賄
う
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
を
進
め
、
再
エ
ネ
資
源
が

豊
富
な
自
治
体
と
の
連
携
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
町
長
は
「
横
浜
市
は
脱

炭
素
分
野
で
全
国
を
リ
ー
ド
す
る

自
治
体
。
協
定
を
機
に
、
人
や
物

産
の
交
流
も
深
め
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

横
浜
市
と
再
エ
ネ
活
用
の
連
携
協
定
締
結

（
右
か
ら
）協
定
書
を
手
に
す
る
平
原
敏
英

横
浜
市
副
市
長
と
佐
々
木
町
長

　

町
教
育
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
令
和
８
年
度
第

２
回
町
議
会
定
例
会
で
同

意
を
得
た
下
村
享
子
さ
ん

（
71
）
＝
下
町
＝
が
新
た
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
生
か
し
、
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
町
の
教
育
行
政
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月

21
日
か
ら
令
和
12
年
７
月

20
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
に

　
　
　
　

  　

 

下
村 

享
子
さ
ん
を
新
任

下村 享
きょうこ

子さん（71）
＝ 下町 ＝
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6：30 起 床

７：30 朝 食

８：00 登 校

授 業

12：50 給 食

授 業

16：00 下 校

自由時間（部活）

19：00 夕 食

自由時間

22：00 消 灯

　
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
た

ち
が
、
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
沼
宮

内
高
の
学
生
寮
。
親
元
を
離
れ
て
始

ま
る
新
し
い
生
活
に
は
、
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
日
々
を
支
え
る
の
は
、
共

に
過
ご
す
仲
間
と
の
時
間
。
食
事
を

囲
み
、
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
う
中

で
、
生
徒
た
ち
は
高
校
生
活
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
学
校
生
活
を
支
え
る
場

所
で
あ
り
、
仲
間
と
つ
な
が
る
も
う

一
つ
の
「
家
」
で
す
。

特別版

寮生の１日
　寮生たちは、どのような１日を過ごして
いるのでしょうか。起床から就寝までの生
活の流れ（※平日）を紹介します。

ただいま、と言える場所

８：00 ～　登 校 授 業 12：50 ～　給 食

16：00 ～　下 校自由時間（部活）19：00 ～　夕 食

　
沼
宮
内
高
学
生
寮
は
、
遠
方
か
ら

通
う
生
徒
の
高
校
生
活
を
支
え
る
た

め
、
町
が
旧
丹
野
旅
館
（
愛
宕
下
地

区
）
を
改
修
し
、
令
和
７
年
に
開
寮

し
ま
し
た
。

　
木
造
３
階
建
て
、
６
畳
５
部
屋
を

備
え
、現
在
は
１・２
年
生
９
人
（
男

子
７
人
、
女
子
２
人
）
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
が
常
駐

し
、
生
徒
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
守
る

ほ
か
、
平
日
は
朝
夕
２
食
、
土
日
祝

日
は
３
食
を
提
供
。
学
校
ま
で
は
約

１・
２
㌔
、
自
転
車
で
約
５
分
と
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
活
を
支
え
る
学
生
寮
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地
域
み
ら
い
留
学
を
き
っ
か
け
に

沼
宮
内
高
を
知
り
、
自
分
が
や
り
た

い
「
動
画
編
集
」
に
挑
戦
で
き
る
と

思
い
進
学
し
ま
し
た
。
現
在
は
総
合

的
な
探
究
の
時
間
で
「
沼
宮
内
高
Ｐ

Ｒ
動
画
１
０
０
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
み
、
地
域
や
県
内
外
へ
学

校
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生
活
に
は
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ハ
ウ
ス
マ
ス

タ
ー
が
親
の
よ
う
に
温
か
く
接
し
て

く
れ
た
こ
と
で
安
心
し
て
生
活
で
き

て
い
ま
す
。
秋
ま
つ
り
を
は
じ
め
と

し
た
郷
土
芸
能
や
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

岩
手
町
の
魅
力
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
ま
で
に
自
立
で
き
る
人
間
へ

成
長
し
、
動
画
を
通
し
て
沼
宮
内
高

の
魅
力
を
発
信
し
続
け
た
い
で
す
。

　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
環
境
で

ホ
ッ
ケ
ー
に
打
ち
込
み
た
い
と
沼
宮

内
高
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　
親
元
を
離
れ
て
始
ま
っ
た
寮
生
活

で
は
、
仲
間
と
の
共
同
生
活
を
通
し

て
、
自
分
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を

持
つ
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
か
ら
近
い
世
界
基
準

の
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
経
験
豊
富
な

コ
ー
チ
陣
か
ら
最
新
の
戦
術
を
学
べ

る
環
境
は
大
き
な
魅
力
で
す
。
ハ
ウ

ス
マ
ス
タ
ー
は
「
第
２
の
親
」
の
よ

う
な
存
在
で
、不
安
を
感
じ
さ
せ
ず
、

毎
日
の
お
い
し
い
食
事
も
競
技
に
励

む
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
町
で
の
３
年
間
を
通
し
て
競

技
力
と
人
間
性
を
磨
き
、
将
来
は
日

本
を
代
表
し
て
海
外
で
活
躍
で
き
る

選
手
を
目
指
し
ま
す
。

（
啓
一
さ
ん
）　

あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い

な
ど
、
社
会
人
に
必
要
な
こ
と
は
気

を
付
け
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
妻
が

生
活
面
を
支
え
て
く
れ
る
分
、
私
は

生
徒
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
一
人
一

人
の
性
格
に
合
わ
せ
て
相
談
に
乗
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
生
徒
た

ち
が
こ
の
３
年
間
で
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
、
自
分
で
人
生
を
切
り
拓

け
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
紫
野
さ
ん
）　

食
事
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
手
作
り
で
温
か
い
料
理
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
飲
食
業
で
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
、
生
徒
た
ち
が
元

気
に
学
校
生
活
や
部
活
動
へ
取
り
組

め
る
よ
う
支
え
て
い
ま
す
。家
に
帰
っ

て
き
た
よ
う
に
、
安
心
で
き
る
場
所

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋  

駿し
ゅ
ん
た太 

さ
ん （
沼
宮
内
高
２
年
）

＝
神
奈
川
県
出
身
＝

柴
田　
仁じ
ん 

さ
ん （
沼
宮
内
高
１
年
）

＝
栃
木
県
出
身 

＝

「
や
り
た
い
」を
実
現
で
き
る

夢
へ
の
一
歩
を
岩
手
町
で

ただいま、と言える場所

学生寮（外観） 寮生の部屋（１人部屋） 寮生の部屋（２人部屋）

シャワールーム（浴槽あり）洗面所や洗濯スペース（１階・２階） 共有フロア（食事や自由時間）

　
　
小
沢  

紫し

の野 

さ
ん（
右
）

　
　

 　
　

 

啓け
い
い
ち一 

さ
ん（
左
）

 

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー

■
開
寮　
令
和
７
年

■
寮
生
数　
９
人（
男
７
人
、女
２
人
）

■
部
屋
数　
６
畳
５
部
屋
10
人
分

■
食
事　
平
日
２
食
（
朝
・
夕
）、

　
土
日
祝
３
食

■
寮
費　
毎
月
４
万
円
（
食
費
・
光

　
熱
費
込
み
）

■
通
学　
学
校
ま
で
約
１・２
㌔（
自

　
転
車
で
約
５
分
）

■
門
限　
午
後
８
時

■
所
属
し
て
い
る
部
活
動

■
出
身
地

【 

学
生
寮
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

】

【沼宮内高学生寮に関する問合せ】 
▶ 入学・学校生活に関すること
　 県立沼宮内高　TEL 62‐2334
▶ 学生寮に関すること
　 町教育委員会事務局学校教育課　TEL 62‐2111（内線 344）

秋田県
（2 人）

岩手県
（1 人）

青森県
（1 人）栃木県

（1 人）

山梨県
（1 人）

神奈川県
（1 人）

東京都
（1 人）

奈良県
（1 人）

地域活動にも積極的に参加 最高の環境が挑戦を後押し

学生寮は、生徒一人一人の
　　　　挑戦と成長を支えています。

フリー　　
スポーツ部
（１人）

ホッケー部
（６人）

将棋部
（１人）

無所属
（１人）

ホームページ

特別版
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被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い 

大
槌
町
へ
２
団
体
が
義
援
金
を
贈
呈

　
北
緯
40
度
川
原
木
地
域
振
興
事

務
組
合（
民
部
田
幸ゆ
き
お夫
組
合
長
）は

７
月
13
日
、大
槌
町
役
場
を
訪
れ
、

令
和
８
年
４
月
22
日
に
発
生
し
た

同
町
林
野
火
災
か
ら
の
復
興
支
援

の
た
め
に
、民
部
田
雅ま
さ
お夫
副
組
合

長
が
平
野
公こ
う
ぞ
う三

大
槌
町
長
へ
義
援

金
15
万
９
５
９
８
円
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

同
組
合
は
、５
月
５
日
に
開
催

し
た「
北
緯
40
度
公
園
春
ま
つ
り
」

で
義
援
金
募
金
を
実
施
。
来
場
者

や
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

を
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

　

町
議
会
政
務
調
査
会（
田
中

二じ
ろ
う郎
会
長
）は
６
月
16
日
、大
槌
町

議
会
を
訪
問
し
、同
町
で
発
生
し

た
山
林
火
災
の
復
興
支
援
と
し

て
、武
田
茂し
げ
る議
長
が
小
松
則の
り
あ
き明
大

槌
町
議
会
議
長
へ
義
援
金
７
万
円

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
に
は
、田
中
会
長
、武
田
議

長
の
ほ
か
２
人
の
議
員
を
含
む
４

人
が
出
席
。
贈
呈
後
に
は
、山
林

火
災
の
発
生
状
況
や
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

１
５
０
年
続
く
産
地
の
誇
り
発
信 

い
わ
て
春
み
ど
り
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
い
わ
て
春
み
ど
り
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
は
７
月
４
日
、大
田
市
場（
東

京
都
）で
開
か
れ
、町
特
産
キ
ャ
ベ

ツ「
い
わ
て
春
み
ど
り
」の
本
格
出

荷
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
町
長
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ

新
い
わ
て
や
全
農
い
わ
て
、東
部

地
域
春
み
ど
り
専
門
部
会
、い
わ

て
純
情
む
す
め
ら
が
参
加
し
、競

り
前
の
市
場
で
サ
ン
プ
ル
を
配
布

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、キ
ャ
ベ

ツ
が「
甘か
ん
ら
ん藍
」と
呼
ば
れ
て
い
た
明

治
時
代
の
収
穫
風
景
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
、１
５
０
年
以
上
続
く
町
の

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
の
歴
史
と
誇
り
を

発
信
。
柔
ら
か
く
甘
み
が
あ
り
、

み
ず
み
ず
し
い「
い
わ
て
春
み
ど

り
」の
魅
力
を
市
場
関
係
者
へ
売

り
込
み
ま
し
た
。

　
今
年
の「
い
わ
て
春
み
ど
り
」は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、生
育
は
順
調
。

夏
に
か
け
て
本
格
的
な
出
荷
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
応
援 

㈲
田
ん
ぼ
が
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
」
へ
寄
付
金

　

町
は
７
月
６
日
、役
場
町
民

ホ
ー
ル
で
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
付
金
目
録
贈
呈
式
と
感

謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

㈲
田
ん
ぼ（
岡
野
真し
ん
ご吾
代
表
取

締
役
、東
京
都
）か
ら
１
０
０
万
円

の
寄
付
を
受
け
た
も
の
で
、寄
付

金
は「
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
確

立
事
業
」の
一
環
と
し
て
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

佐
々
木
光こ
う

司じ

町
長
は「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
は
町
の
貴
重
な
観
光
資

源
。
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。
岡

野
代
表
取
締
役
は
、寄
付
金
が
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
町

の
ア
ー
ト
の
取
り
組
み
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
寄
せ
る
と

と
も
に
、「
町
の
取
り
組
み
は
全

国
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
リ
ー
ド
役
と
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

いわてまちいわてまちごごちちそそううフフェェアア
　町は首都圏などの飲食店に町産食材を提供して魅力を伝える

「いわてまちごちそうフェア」を開催しています。
　フェアは９月 30 日㈬まで実施。盛岡市のほか、宮城・茨城・
埼玉県の和食レストラン「かんながら」５店舗と三陸ワイン食堂
ケラッセ東京（東京都新宿区）の各店舗が、キャベツをはじめと
した町産野菜や県産やまと豚などを使ったメニューを展開してい
ます。
　　　　　　　　　　　詳しくはこちらから▶　

 町みらい創造課 政策推進係　☎62‐2111（内線218）
　 （一社）つなぐ・いわてまち　 ☎68‐7510

　令和８年８月１日から　

介護保険施設などを利用する一部の人の食費・居住費が変わります

　令和８年８月１日から、特
定入所者介護（予防）サービ
ス費における食費・居住費の
負担限度額・基準費用額が引
き上げられます。第３段階①・
②に該当する人は、食費が１
日 30 円～ 60 円、第３段階
②に該当する人は、一部の居
室を除き居住費が１日 100
円引き上げられます。詳しく
は右表をご確認ください。

　介護保険施設やショートス
テイを利用する人の食費・居
住費については、低所得の方
への補助（補足給付）を行っ
ています。

基準
費用額

負担限度額（負担いただく日額）

第1段階 第2段階 第３段階① 第３段階②
令和８年
７月まで

令和８年
８月から

令和８年
７月まで

令和８年
８月から

食　費　
【ショートステイの場合】

1,545円 300円
【300円】

390円
【600円】

650円
【1,000円】▶

　　680円
【1,030円】

1,360円
【1,300円】▶

1,420円
【1,360円】

居
住
費

多床室

特養等 915円 ０円 430円 430円 ▶ 430円 430円 ▶ 530円

老健・医療院（注） 697円 ０円 430円 430円 ▶ 430円 430円 ▶ 530円

老健・医療院等 437円 ０円 430円 430円 ▶ 430円 430円 ▶ 430円

従来型
個室

特養等 1,231円 380円 480円 880円 ▶ 880円 880円 ▶ 980円

老健・医療院等 1,728円 550円 550円 1,370円 ▶ 1,370円 1,370円 ▶ 1,470円

ユニット型個室的多床室 1,728円 550円 550円 1,370円 ▶ 1,370円 1,370円 ▶ 1,470円

ユニット型個室 2,066円 880円 880円 1,370円 ▶ 1,370円 1,370円 ▶ 1,470円

利用者負担段階 補足給付の主な対象者（令和８年８月～） 預貯金額（夫婦の場合）

第１段階
生活保護受給者 要件なし

世帯全員が市町村民税非課税である老齢福祉年金受給者 1,000万円（2,000万円）以下

第２段階 世帯全員が
市町村民税
非課税

年金収入金額※＋合計所得金額が82万6,500円以下 650万円（1,650万円）以下

第３段階① 年金収入金額※＋合計所得金額が82万6,500円超～ 120万円以下 550万円（1,550万円）以下

第３段階② 年金収入金額※＋合計所得金額が120万円超 500万円（1,500万円）以下

（注）「その他型」もしくは「療養型」の介護老人保健施設または「Ⅱ型」の介護医療院における多床室の入所者（療養室の
床面積が 8平方㍍/人 以上に限る）が対象です

　 盛岡北部行政事務組合 賦課給付係　   ☎74‐2716
　 町福祉介護課 地域包括支援センター   ☎62‐2111（内線515・518）

※社会福祉法人などによる利用者負担軽減制度事業も対象となる場合があります（事業を実施していない社会福祉法人
　などもあります）

補足給付の対象ではない人 ご負担いただく金額は、施設と利用者の契約により決められています。
ご自身が居住費の引上げの対象になるかは施設にご確認ください。

補足給付の対象となる人

費用負担額の見直し

（
右
か
ら
）贈
呈
式
に
出
席
し
た
熊
谷
洋
造

町
企
画
商
工
課
長
、民
部
田
雅
夫
副
組
合

長
、平
野
公
三
大
槌
町
長

（
右
か
ら
）松
山
宗
治
議
員
、小
島
英
亮
議

員
、小
松
則
明
大
槌
町
議
会
議
長
、武
田
茂

議
長
、田
中
二
郎
政
務
調
査
会
長

（
右
か
ら
）感
謝
状
を
手
に
す
る
㈲
田
ん
ぼ

の
岡
野
真
吾
代
表
取
締
役
と
目
録
を
手
に

す
る
佐
々
木
光
司
町
長

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

いつか
どこかで

 

ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
の
誇
り
背
負
い 

 

町
出
身
の
５
人
が
世
界
へ
挑
戦
！

　

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
は
７
月
22
日
、
ア
ジ

ア
競
技
大
会
（
９
月
18
日
～
10
月

３
日
、
岐
阜
県
）
の
ホ
ッ
ケ
ー
日

本
代
表
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
町

出
身
の
田
中
海か
い
と渡
選
手
（
一
方
井

中
出
身
、
岐
阜
朝
日
Ｂ
Ｄ
）、
田

中
翼つ
ば
さ選

手
（
川
口
中
出
身
、
Ａ
Ｌ

Ｌ 
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｓ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）、

瀬
川
真ま

ほ帆
選
手
（
川
口
中
出
身
、

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）、
田
中
彩さ

き樹

選
手
（
一
方
井
中
出
身
、
グ
ラ
ク

ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
）
の
４
選

手
が
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
男
子
代
表
コ
ー
チ
に
は
松
村

洋よ
う
す
け介
さ
ん
（
一
方
井
中
教
諭
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら

「
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
」
に
認
定
さ

れ
て
い
る
本
町
か
ら
、
４
選
手
と

松
村
コ
ー
チ
が
日
の
丸
を
背
負
っ

て
世
界
と
ア
ジ
ア
の
舞
台
に
挑
み

ま
す
。
４
選
手
は
８
月
15
日
に
オ

ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
で
開
幕
す
る

Ｆ
Ｉ
Ｈ
ホ
ッ
ケ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
も
出
場
。
町
出
身
選
手
た
ち

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

　服のチカラで世界へ支援
　川口中が社会貢献を学ぶ

　
川
口
中（
中
軽
米
央ひ
さ
こ子

校
長
、生

徒
52
人
）で
７
月
９
日
、ユ
ニ
ク
ロ

が
取
り
組
む「
届
け
よ
う
、服
の
チ

カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
出
張
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が

参
加
し
、難
民
な
ど
服
を
必
要
と
す

る
人
へ
届
け
る
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、自
分
た
ち
が
で
き
る
社

会
貢
献
の
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ユ
ニ
ク

ロ
を
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ

イ
リ
ン
グ
が
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）と
取
り

組
む
活
動
で
、子
ど
も
服
の
回
収

を
通
じ
て
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、ユ
ニ
ク
ロ
盛
岡
イ
ン

タ
ー
店
の
八
重
桜
郁い
く
み実

さ
ん
ら
が

講
師
を
務
め
、難
民
が
生
ま
れ
る

背
景
や
服
が
持
つ
役
割
に
つ
い
て

説
明
。
同
校
で
は
今
後
、生
徒
た

ち
が
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
準

備
を
進
め
、10
月
末
ま
で
子
ど
も

服
の
回
収
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

工
藤
那な

な菜
さ
ん（
３
年
）は「
少

し
で
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
活
動
へ
の
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

Topic
02

Topic
01

紛争に巻き込まれたと想定し、避難に持ち出す道具を発表する生徒

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

世界旅行とバドミントン日本代表

Smile
Babies

No.442

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

My Dream

　丈翔さんの将来の夢は、世界旅行をすること。
サッカーが好きで、フランスやスペインをはじめ
世界各地を巡り、本場の試合を生で観戦したり、お
いしい料理を味わったりしたいと夢を膨らませま
す。「いつか家族みんなで旅行に行きたい」と笑顔
を見せ、夢の実現に向けて貯金にも励んでいます。
　大海さんの将来の夢は、バドミントン日本代表
になること。４年生から競技を始め、「もっと強
くなりたい」と練習を重ねています。ショットや
ステップなど基礎を磨きながら大会に挑戦し、
ずっと競技を続けていきたいと意気込みます。

瀬川 潤さんの次女

瀬川 美
み す ず

鈴ちゃん
（橋場） 

瀬川家の癒しキャラです。
ずっと推してます！

お子さんの紹介

な ま え（地区）

保護者から一言

（沼宮内小５年）
 千葉 丈

た け と
翔さん 山口 大

う み
海さん

№373

（
右
か
ら
）田
中
海
渡
選
手
、松
村
洋
介

コ
ー
チ
、田
中
翼
選
手

（
右
か
ら
）瀬
川
真
帆
選
手
、田
中
彩
樹
選

手

昔も今も「憲子先生」

千葉 憲
の り こ

子さん（77）　＝中田＝

　「町中で『憲子先生』と声をかけてもらえると、本当にうれしいですね」
と笑顔を見せる憲子さん。短大卒業後、保母として定年まで多くの子どもた
ちの成長を見守ってきました。「人との関わりが一番大事。感謝と思いやり
の心を忘れずにいたいです」と穏やかに話します。７月にブルーベリー観光
農園をオープンすると、保育園の子どもたちが元気いっぱいに遊びに来るの
が毎年の楽しみ。「子どもたちの笑顔と元気な声に、いつも私の方が元気を
もらっています」と声を弾ませます。子どもたちとの触れ合いは、憲子さん
にとって今も変わらない元気の源です。
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News×Sp o r t s

○第25回盛岡北部畜産共進会 ▼６月27日

　第25回盛岡北部畜産共進会は６月27日、ＪＡ新いわて種
子センターで行われました。畜産農家の飼養管理技術の
向上と畜産振興を目的に、盛岡市玉山地区、岩手町、葛巻町
から優良な牛78頭が出品。黒毛和種と日本短角種の２部
門で、牛の資質や発育、飼養管理技術などを総合的に審査
しました。会場を訪れた畜産農家や関係者らは、丹精込め
て育てられた牛に熱い視線を送り、優れた飼養技術の成果
をたたえながら上位入賞を祝福しました。

ゴールを目指してシュートに挑戦する園児

丹精込めた牛が集う晴れ舞台

黒毛和種未経産の部で名誉賞に輝いた沢口正信さんとなな号

三陸学童県大会出場を決め、笑顔を見せる岩手ＢＢＣ

　第35回東北中学生ホッケー選手権大会兼第56回全日本
中学生ホッケー選手権大会東北ブロック予選会は７月24
日から26日にかけて、町ホッケー場で行われました。東北
各地から男子４チーム、女子５チームが参加。総当たりの
リーグ戦で行われ、岩手Ｕ‐15女子は４年連続の優勝、岩手
Ｕ‐15男子が準優勝を果たし、全国大会出場を決めました。

○第35回東北中学生ホッケー選手権大会

一瞬を突き、鋭いリバースヒットシュートを打つ岩手Ｕ‐15選手

岩手Ｕ‐15男女 全国切符つかむ
▼７月24日～26日

　第40回県学童軟式野球選手権大会＝もりしんカップ
＝兼第44回岩手日報杯三陸海岸学童軟式野球大会岩手
北予選は７月４日、町野球場で行われました。岩手ＢＢ
Ｃ（上野琉

る き あ

輝蒼主将）は五日市メッツスポ少（葛巻町）を下
し、三陸学童県大会出場を決めました。同チームは投打
がかみ合い、12‐０の５回コールドで快勝。県大会は７
月25日から開催を予定していましたが、雨天のため１回
戦が９月５日に延期となりました。

○岩手ＢＢＣ快勝で三陸学童県大会へ
▼７月４日

○ホッケー体験会 ▼７月１日

　県ホッケー協会は７月１日、沼宮内保育所（遠藤百
も も え

恵所
長、園児49人）でホッケー体験会を開き、５歳児８人が競技
の楽しさに触れました。競技人口の拡大を目的に今年から
始めた取り組みで、町内の保育施設や小学校で実施してい
ます。当日は北京五輪女子日本代表の早野みさきさんら３
人が講師を務め、園児たちはシュートやゲームでホッケー
に親しみました。三浦悠

ゆ あ

愛ちゃん（５）は「シュートでたく
さんゴールを決められてよかった」と笑顔で話しました。

ホッケーって楽しい！

News
×Spo r t s

○にこにこ縁日＆キャベツマンマルシェ ▼７月11日

　にこにこ縁日（岩手広域交流センター運営協議会主催）は
７月11日、プラザあいで行われました。駅の利用促進と交
流人口の拡大を目的に開催され、今年はキャベツマンマル
シェと同時開催。当日は町内外から約千人が来場し、会場
は終日にぎわいを見せました。ＪＲ東日本とＩＧＲいわて
銀河鉄道による制服撮影会のほか、キッチンカーやクラフ
ト作品の販売、射的や輪投げなど多彩なブースが並び、子ど
もから大人まで思い思いにイベントを楽しみました。

無事にゴールをした園児が千葉会長とハイタッチ

笑顔あふれる夏の縁日

ステージではキャベツマンと缶積み競争など会場を盛り上げた

　100年の森づくり研修会（100年の森づくり会主催）は
７月19日、町フューチャーセンターと一方井地区の山林
で行われ、15人が参加しました。座学では、チェーンソー
の基本知識や安全な取り扱いのほか、里山林の活用や多
面的な役割について学習。フィールド研修では、チェー
ンソーの目立て実習やスマートフォンアプリを活用した
位置特定やデジタル地図の表示方法などを学び、参加者
は森林整備に必要な知識と技術への理解を深めました。

○100年の森づくり研修会

実際にチェーンソーを使い、森林整備の技術を学ぶ参加者

次代へつなぐ森づくりを学ぶ
▼７月19日

○とうもろこし迷路オープン ▼７月18日

　町田んぼアート実行委員会（千葉一
かずゆき

幸会長）は７月18日、
土川地区に「とうもろこし迷路」をオープンしました。約１・
２㌶の畑に約10万本の飼料用トウモロコシを植えた東北最
大級の迷路で、総延長は約３㌔。同月16日には一方井保育
所（三浦深

み ゆ き

幸所長）の園児22人を招き、プレオープンを開催
しました。武田依

い お り

栞ちゃん（５）は「道に迷ったけど、みんな
とゴールできてよかった。お父さん、お母さんとまた来た
い」と笑顔で話しました。

とうもろこし迷路が今年も開園

ボーカルの呼びかけに応え、来場者も手を挙げてコンサートを楽しんだ

　横田基地（東京都）を拠点とする米国空軍太平洋音楽隊
「パシフィック・トレンズ」によるコンサートは６月25日、
森のアリーナで開かれ、約４５０人が来場しました。町教
育委が主催し、同グループによる町内公演は初めて。アメ
リカンジャズやロックなどアンコールを含む16曲を披露
し、「島人ぬ宝」など日本の楽曲も演奏されました。メンバー
がステージを降りて来場者と触れ合う場面もあり、会場は
大きな拍手と歓声に包まれました。

○米国空軍太平洋音楽隊会場一体 響くハーモニー
▼６月25日

【大会結果】 ▶男子　①棚倉・浅川中（福島県）　②岩手Ｕ‐15　③Miyagi Ｕ15（宮

城県）　▶女子　①岩手Ｕ‐15　②棚倉中　③Miyagi Ｕ15
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だ
よ
り
町立図書館

（ゆはず交流館内）

〒028‐4301
岩手町大字沼宮内
第７地割70番地
☎62‐2877

開館時間：午前９
時～午後６時

新着情報はホームペー
ジで紹介しています▼

８月
日 月 火 水 木 金 土

7/26 27 28 29 30 31 8/1

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 9/1 ２ ３ ４ ５

● 

新
着
図
書
の
紹
介わたしの骨はど

こへいく？
農家が教えるカ
メムシの防ぎ方

伝説の家政婦
沸騰ワード 10
殿堂入りレシピ

山脇百合子の仕事
部屋

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

ファイア・ドーム　上・下 辻村　深月
隣の畑は青々と 河崎　秋子
わたしを庇わないで 石田　夏穂
警察へ行こう 真保　裕一
黒い肌のサムライ 吉川　永青
ビューティフルワースト 川瀬　七緒
氷河期のゴミ 櫛木　理宇

エッセイ 女じまい 阿川 佐和子・伊藤 比呂美

絵本

だるまさんがころんだするひとよっといで 澤野　秋文
ぐんぐんどやどやざっそうぐんだん まつい　つばさ
いらっしゃいおまつりだ！ 山本　祐司
にゃんこかぞくおふろのじかん ＫＯＲＩＲＩ

児童読み物
しかたなし日記 市川　宣子
可能性を信じて 蒼沼　洋人

児童実用書
とびきりおいしいおうちおやつ 野村　友里
学校のふしぎ図鑑 小学校教師ハチ 監修

【
実
用
書
】

【小説・エッセイ・児童書】

● 

図
書
館
へ
行
こ
う

【
行
事
予
定
】

●
お
は
な
し
会

▽
８
月
23
日
㈰　

午
前
11
時
～

▽
対
象
…
小
学
校
就
学
前
の
親
子
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。
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デ
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。
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先
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日
本
代
表
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世
界
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に
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げ
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」

と
い
う
高
い
目
標
に
は
厳
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か
も
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ま
せ
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か
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夢
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語
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誰
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熱
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が
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ま
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私
も
皆
さ
ん
と
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ま
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未
来
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！

　
― 

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
挑
戦 

―

今年こそ岩手山に挑戦！仲間募集中！！

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
じ
か
ん
Vol.
101

ＫこＯ
ＢびＩ
ＲるＵ
じ
か
ん
の「
こ
び
る
」と
は
、「
農
作
業
の
合
間
の

休
憩
、軽
食
」の
意
味
。
農
作
業
の
休
憩
時
間
に
、気
軽
に
読
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
を
込
め
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
協
力
隊
員
が
毎
月
、町
の
魅
力
や
自
身
の
活
動
を
伝
え
ま
す
。

今月は、

長
な が ね

根 和
かずのり

徳 が担当します

可能性は無限大

※ 赤マスの日は休館日です
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21 22
▼若者のための就職相談会
　※要予約（相談無料）
　 13：00 ～ 
　 ハローワーク沼宮内

▼運動教室（レインボー体操）
　 10：00 ～ 
　 町総合開発センター

28 29

▼食育食堂どんぐり山（※要予約）
　 代表くまがい  
　　☎ 090‐4734‐2832
　 11：00 ～
　 五日市生活改善センター

４ ５

▼運動教室（コンディショニング）
　 10：00 ～ 
　 町総合開発センター

11 12
▼ヨガ＆クアオルト教室
　 ９：30 ～ 
　 町総合運動公園コース
　 （森のアリーナ集合）

▼町クラフト市2026（～ 13日）
　 10：00 ～ 15：00
　 大町商店街

▼離乳食教室【初期】
　　　　（対象：R8.5 ～ 6月生）
　９：30 ～
　 町保健センター

▼菅沼綠 新作展
（～ 11/8まで）

　 石神の丘美術館

18 19

▼人権・行政相談
　 ９：00 ～
　 沼宮内公民館

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

　　　◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税・森林環境税（２期）
国民健康保険税（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）

８月 31 日（月）
口座振替日：８月 25 日（火）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 医 大 ）（ 医 大 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 医 大 ）（ 医 大 ）

○○時
○○場

 一人で悩まず相談ください

※応援診療科は予定を変更する場合がありますので、あらかじめ電話で確認の上、来院ください。

診療科 診療日 受付時間
内科

月～金曜日 8:30 ～ 11:30
外科
循環器内科  ※要予約 月・金曜日 12:30 ～ 14:30
応援診療科（８月） 診察時間

脳神経外科  ※要予約 ４日 13:00 ～ 15:00

小児科
４、18、25 日 9:30 ～ 11:30
６、20、27 日 15:00 ～ 16:00

皮膚科 ４、18、25 日 14:00 ～ 15:30
整形外科 25 日 9:00 ～ 11:00

休日救急当番医（当番日はカレンダー内に記載）
　日曜・祝日の日中（9：00 ～ 17：00）　休日救急当番医へ
　　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
　※休日救急当番医は都合により変更・休診する場合があります。割り当
　　てがない日は他市町の当番医を確認してください。

当番医
中央 県立中央病院（盛岡市上田1‐4‐1） ☎ 019‐653‐1151
日赤 盛岡赤十字病院（盛岡市三本柳6‐1‐1） ☎ 019‐637‐3111
国立 国立病院機構盛岡医療センター（盛岡市青山1‐25‐1）☎ 019‐647‐2195
医大 岩手医科大学附属病院（矢巾町医大通2‐1‐1） ☎ 019‐613‐7111

小児救急入院受入当番病院（当番日はカレンダー内に記載）

県立中央病院附属沼宮内地域診療センター（☎ 62-2511）

相談先 日時 場所
岩手町こころの相談（要予約）
▶予約窓口：健康こども課☎62-2111

９月15日（火）
14：30 ～ 16：30

町役場２階
第２会議室

町傾聴ボランティア「おひさまサロン」
▶予約不要。日頃の思いを話してみませんか？

８月24日（月）
９月14日（月）13：00 ～

プラザあい
１階

その他相談先 電話番号 受付時間

盛岡いのちの電話 ☎ 019‐654‐7575 12：00 ～ 21：00、
日曜日のみ18：00

県精神保健福祉センター ☎ 019‐622‐6955 平  日　9：00 ～ 18：00

男女共同参画センター相談室 ☎ 019‐606‐1762
水・木　10：00 ～ 17：00
　　金　13：00 ～ 20：00
土・日　12：00 ～ 15：00

　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日当番医や盛岡市夜間急患診療所が　
診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。重症な子どもの治療に支障を　
きたさないよう、症状が軽い場合は盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶夜間のお子さんの急な発熱やケガで対応に迷ったら（19：00 ～翌朝8：00）
　小児救急医療電話相談「＃8000」へ
　　小児科勤務経験のある看護師がアドバイスします。お気軽に相談ください。

▶症状が重い場合は小児救急入院受入当番病院へ　※夜間は17：00 ～翌朝9：00
　土曜日は13：00（祝日の土曜は9：00）から受け入れます

　夜間で症状が軽い場合（19：00 ～ 23：00 ／平日・休日問わず）
　夜間急患診療所へ
　　盛岡市神明町3‐29　盛岡市保健所２階　☎019‐654‐1080

夜間の受診

　24時間365日対応　救急医療電話相談ダイヤル「＃7119」へ　
救急車を呼ぶか、様子を見るか迷ったら

小児科当番医（近隣市町）
8/16 小林小児科クリニック（盛岡市三本柳11‐12‐4） ☎ 019‐638‐0404

23 森田小児科医院（盛岡市緑が丘四丁目1‐50アスティ緑が丘1F） ☎ 019‐662‐3326

30 わだ小児科クリニック（滝沢市鵜飼御庭田65‐2） ☎ 019‐601‐8160
9/ ６ 西島こどもクリニック（盛岡市上田一丁目19‐11） ☎ 019‐651‐1369

13 よしだクリニック（盛岡市西仙北一丁目30‐50） ☎ 019‐635‐8341

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありま
すが、そのときは町ホームページや回覧などでお
知らせします。なお、町内の団体などもこの欄を
ご利用ください。

SUN　日 MON　月 TUE　火 WED　水 THU　木
8/16 17 18 19 20

▼生誕100年 齋藤忠誠展
（6/20 ～ 8/30まで）

　 石神の丘美術館

▼盛岡年金事務所出張相談
　 10：00 ～
　 ゆはず交流館
　 ※要予約 盛岡年金事務所
　　（☎019‐623‐6211）

▼人権・行政相談
　 ９：00 ～
　 沼宮内公民館

【近】八角病院
（☎019‐682‐0201）

【小】小林小児科クリニック
  （☎019‐638‐0404）

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～すいかわりを楽しもう～

10：30 ～
　 町保健センター

▼離乳食教室【中期】（対象：希望者）
　 ９：30 ～ 　   町保健センター
▼ご近所支え合いカフェねまーれ
 　 10：00 ～　  川口公民館別館
▼町民向けSDGs懇談会
 　 18：00 ～　  町フューチャーセンター

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～誕生会＆推し活うちわ作り～

10：30 ～
　 町子育て支援センター

23 24 25 26 27

【当】北上脳神経外科クリニック
（☎61‐3636）

【小】森田小児科医院
  （☎019‐662‐3326）

▼おひさまサロン
　 13：00 ～　　
　 プラザあい

▼①１歳６カ月児健診
　　（対象：R6.11/1 ～ 12/25生）
　②３歳児健診
　　（対象：R4.10/26～12/25生）
　 13：00 ～　  町保健センター

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～バスボム作り～

10：30 ～
　 町子育て支援センター

30 31 9/1 ２ ３
▼令和８年度第３回町議会
　定例会（予定）
　 10：00 ～ 
　 町議会議場

【近】八幡平市立病院
（☎76‐3111）

【小】わだ小児科クリニック
  （☎019‐601‐8160）

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～保育所の園庭で遊ぼう～

10：30 ～
　 水堀保育所

▼ご近所支え合いカフェ
　ねまーれ
 　10：00 ～　
     川口公民館別館

６ ７ ８ ９ 10
▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～バルーンでリトミック遊び～

10：30 ～
　 町子育て支援センター

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～誕生会＆シール遊び～

10：30 ～
　 町子育て支援センター

【当】佐藤整形外科クリニック
（☎68‐7240）

【小】西島こどもクリニック
  （☎019‐651‐1369）

▼①１歳６カ月児健診
　（対象：R6.12/26 ～ R7.2/9生）
　②３歳児健診
　（対象：R4.12/26 ～ R5.2/9生）
　 13：00 ～　  町保健センター

▼そらくもカフェ
　 10：00 ～
　 東部デイサービスセンター

▼妊婦教室
　（対象：R8.11 ～ R9.2月予定日）
　 13：00 ～
　 町保健センター

13 14 15 16 17
▼乳幼児健診
　６カ月児（対象：R8.2 ～ 3月生）
　９カ月児（対象：R7.11 ～ 12月生）
　１歳児　（対象：R7.8 ～ 9月生）
　 13：00 ～　  町保健センター

▼盛岡年金事務所出張相談
　 10：00 ～
　 ゆはず交流館
　 ※要予約 盛岡年金事務所
　　（☎019‐623‐6211）

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～お祭りごっこ～

10：30 ～
　 水堀保育所

【近】八幡平市立病院
（☎76‐3111）

【小】よしだクリニック
（☎019‐635‐8341）

▼おひさまサロン
　 13：00 ～　　
　 プラザあい

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」～手作りおもちゃ～

10：30 ～ 水堀保育所
▼町こころの相談  ※要予約
　 14：30 ～　  町役場第２会議室

▼ご近所支え合いカフェ
　ねまーれ
 　10：00 ～　
     川口公民館別館

▼まんまと湯っこの会
　 8：30 ～
　 町老人福祉センター　

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 中 央 ）（ 中 央 ）

小児救急小児救急
（ 国 立 ）（ 国 立 ）

小児救急小児救急
（ 日 赤 ）（ 日 赤 ）

小児救急小児救急
（ 医 大 ）（ 医 大 ）

【当】… 当番医　【近】… 近隣当番医　【小】… 近隣小児科当番医　【盛当】… 盛岡市当番医
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町 民町 民  カレンダー ８月16日   ～  ９月19日
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町からのお知らせ　 TOWN   INFORMATION

   町健康こども課 子育て支援係
　   ☎ 62‐２１１１（内線５６７）

児童扶養手当、特別児童扶養手当の
現況届（所得状況届）の提出を忘れずに！

　児童扶養手当や特別児童扶養手当を受給している
人は、毎年８月に手当の受給を審査するための現況
届などの提出が必要です。
　現況届の提出がない場合や遅れた場合は、手当の
支給が差し止められることや、支給が遅れることも
ありますので、忘れずに手続きをしてください。対
象者には直接通知します。

【受付期間】　
○児童扶養手当　　 8 月３日㈪～ 31 日㈪
○特別児童扶養手当　8 月 12 日㈬～ 9 月 11 日㈮
平日の午前８時 30 分から午後５時まで

【受付場所】
町健康こども課子育て支援係（１階④番窓口）

【受付時間延長日】　※午後 5 時～７時まで
８月 13 日㈭、20 日㈭、27 日㈭

【手続きに必要なもの】
■児童扶養手当　①現況届　②印鑑　③手当証書　
　④養育費等に関する申告書
■特別児童扶養手当　①所得状況届　②印鑑　③マ
　イナンバーが確認できるもの（世帯全員分）　④
　身体障害者手帳・療育手帳
　※状況により、その他書類を求めることがあります
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受
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１
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）

日にち 受けられる健診（検診） 受付時間 備　考

9/6（日）

 ① 特定健診（40 ～ 74 歳の町国民健康保険加入者）
 ② 後期高齢者健診（後期高齢者医療制度加入者）
 ③ 生活習慣病予防健診（35 ～ 39 歳の人）
 ④ 肝炎ウイルス検査（40 ～ 74 歳で過去に受けたことがない人）
 ⑤ 前立腺がん検診（50 歳以上の男性で希望する人）
 ⑥ 大腸がん検診（40 歳以上の人）
 ⑦ 胃・肺がん（結核）検診（40 歳以上の人）

午前９時～ 11 時

　社会保険などの加入者
家族が特定健診を受診す
る場合、①受診券、②マ
イナ保険証または資格確
認書、③健診費用（自己
負担分）を持参ください

9/30（水）

乳がん検診
（40 歳以上の女性で令和７年度町の検診を受けていない人）

午前９時 30 分 ～ 11 時
・検診車で行います

午後１時 ～ ２時 30 分

子宮頸がん検診
（20 歳以上の女性で令和７年度町の検診を受けていない人）

午前９時 30 分 ～ 11 時
（検診開始午前 10 時～）

・受付時間と検診時間が
  異なります
・検診車で行います午後１時 ～ ２時 30 分

（検診開始午後１時30分～）

　町国民健康保険に加入している人で、服用しているお薬の数
や種類の多い人、または飲み合わせや長期の服用により注意が
必要なお薬がある人に対し、８月下旬～９月上旬にお薬の飲み
方に関する通知書をお送りします。
　通知書が届いた人は、かかりつけ医または薬剤師に「通知書」
と「お薬手帳」を持ってご相談ください。

※自己判断で、服薬を中止することは絶対にやめましょう。
　必ずかかりつけ医へご相談を。

  町町民課 国保年金係  ☎ 62‐２１１１（内線５０２）

町国民健康保険に加入している人へ
薬の適正服用についての通知を送付します

  町夏まつり実行委員会（町企画商工課内）  ☎ 62‐２１１１（内線２１４）

※雨天時は、花火大会のみ翌日同時刻に開催します（再延期なし）
※会場付近でのドローンの使用はご遠慮ください
※会場付近は混雑が予想されます。町役場駐車場やいわて沼宮内駅周辺駐
　車場での観覧など混雑緩和にご協力ください

第31回

8.14 金
道の駅「石神の丘」

特設屋台 午前 11 時～午後８時 30 分
お祭りコーナー 午前 11 時～午後５時
花火大会 午後７時 30 分～午後８時

岩
手
町
夏
ま
つ
り



2026 年 8 月 1 日 広報いわてまち No.806 ／ 2021 ／ 2026 年 8 月１日 広報いわてまち No.806

▼
迎
え
火
や
送
り
火
、仏
壇
の
ろ
う

　
そ
く
な
ど
に
火
を
付
け
て
い
る
と

　
き
は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い

 

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署　

☎
62
‐
６
１
１
９

　

９
月
１
日
㈫
は「
防
災
の
日
」、ま

た
８
月
30
日
㈰
か
ら
９
月
５
日
㈯
ま

で
は「
防
災
週
間
」で
す
。

 

地
震
で
倒
れ
や
す
い
家
具
は
な
い

か
、非
常
用
持
ち
出
し
品
の
準
備
は

良
い
か
、地
域
の
危
険
箇
所
な
ど
に

つ
い
て
、家
族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署　

☎
62
‐
６
１
１
９

　

個
人
事
業
者
で
、令
和
７
年
分
の

確
定
消
費
税
額（
※
地
方
消
費
税
額

を
含
ま
な
い
）が
48
万
円
を
超
え
る

人
は
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

盛
岡
税
務
署　

☎
０
１
９
‐

６
２
２
‐
６
１
４
１

INFORMATION   INDEX 　情報インデックス

　盛岡地区広域消防組合職員（令和９年度採用）
の採用試験を次のとおり行います。詳細は、盛
岡消防本部のホームページまたは消防署、消防
分署で配布している受験案内をご覧ください。

●採用予定人数
　▷消防職　若干名
●第１次試験日程
　▷令和８年９月 20 日（日）
　※会場の指定は申込受付後、登録したメールアドレス宛に送信します

●申込期限　
　▷８月 21 日㈮午後５時
●申込方法
　▷申込期間中に盛岡地区広域消防組合消防本
　　部のホームページ内に専用応募フォーム（電
　　子申請）のリンクを開設しますので、当該
　　フォームから申し込んでください

　・　 盛岡地区広域消防組合事務局
〒 020‐0045 盛岡市盛岡駅西通一丁目 27 番 55 号
☎ 019‐626‐7405

盛岡地区広域消防組合　　職員採用試験の案内

盛岡地区広域消防組合
消防本部ホームページ

誰かを守りたい
その思いが力になる

９月１日から　生活道路における法定速度が変わります
岩手警察署からお知らせ

　改正道路交通法施行令施行に伴い、９月１日から生
活道路（地域住民に利用される中央線などがない道路）
における自動車の法定速度が引き下げられます。

●変更点（令和８年９月１日から）
　▶生活道路における法定速度
　　時速 60 ㎞　→　時速 30 ㎞
●注意点
　▶中央線・中央分離帯がない道路は、法定速度 30 ㎞
　　道路に該当します（農道や山付近の道路も該当）
　▶中央線がある道路における法定速度は、引き続き
　　時速 60 ㎞です
　▶道路標識などにより速度規制（時速 40 ㎞、50 ㎞）
　　などがある場合は、中央線の有る無しに関係なく
　　速度規制に従ってください

 岩手警察署 交通課　☎ 62‐0110

　
将
来
の
地
域
経
済
を
担
う
次
世
代

の
経
営
者
な
ど
を
対
象
に
、
創
業
や

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、

　
26
日
、10
月
３
日（
全
５
日
間
、土
曜
）

　
各
回
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

●
対
象
者　
県
内
で
の
創
業
な
ど
に

　

関
心
の
あ
る
人
、６
次
産
業
化
を

　

検
討
中
の
農
業
者
、新
事
業
を
検

　
討
し
て
い
る
事
業
者
な
ど

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
み　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
８
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
込
み

・

 

町
商
工
会　
☎
62
‐
２
７
６
０ 

／ 

県
商
工
会
連
合
会　
☎
０
１
９
‐

６
２
２
‐
４
１
６
５

　
令
和
９
年
度
採
用
岩
手
県
立
大
学

職
員（
事
務
総
合
職
）の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
職
種　
事
務
総
合
職

募
集

令
和
８
年
度
創
業
・
新
ビ
ジ
ネ
ス

構
築
セ
ミ
ナ
ー　
受
講
者
を
募
集

　
夏
は
、暑
さ
に
よ
り
注
意
力
が
散

漫
に
な
り
が
ち
な
た
め
、感
電
事
故

が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
毎
年
８
月
を

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」と
定
め
、電

気
に
関
す
る
安
全
運
動
を
展
開
し
、

広
く
電
気
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
電
気
の
安
全
利
用
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

 

東
北
電
気
保
安
協
会
盛
岡
事
業
所

☎
０
１
９
‐
６
３
１
‐
２
５
５
１

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し
い

夏
休
み
で
す
が
、花
火
や
迎
え
火
な

ど
で
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
夏
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼「
火
遊
び
は
し
な
い
。
も
し
見
か

　

け
た
ら
注
意
す
る
」を
子
ど
も
に

　
教
え
る

▼
花
火
を
す
る
と
き
は
、水
を
入
れ

　

た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、大
人
が
付

　
き
添
う

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
応
募
資
格　
平
成
３
年
４
月
２
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人

●
申
込
期
限　
８
月
17
日
㈪

●
第
一
次
試
験
日　
９
月
６
日
㈰

・

 

県
立
大
学
事
務
局 

総
務
室 

人
事
給
与
グ
ル
ー
プ　
☎
０
１
９
‐

６
９
４
‐
２
０
３
８ 

●
採
用
種
目　
一
般
曹
候
補
生

●
受
付
期
限　
９
月
１
日
㈫

●
試
験
期
日　
９
月
中
旬
以
降

●
応
募
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日

　
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

・

 
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部 

盛
岡
募
集
案
内
所　

☎
０
１
９
‐

６
４
１
‐
５
１
９
１

●
日
時　
８
月
21
日
㈮

●
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
宮
内

●
対
象　
15
歳
～
49
歳
で
、就
職
ま

　
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
す
る
人

●
予
約
方
法　
８
月
19
日
㈬
ま
で
に

　
申
込
先
ま
で
電
話

・

 

も
り
お
か
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
０
１
９
‐
６
２
５

‐
８
４
６
０

県
立
大
職
員（
事
務
総
合
職
）

採
用
試
験
の
案
内

お
知
ら
せ

火
遊
び
・
花
火
・
迎
え
火

な
ど
に
よ
る
火
災
の
防
止

非
常
時
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

９
月
は「
防
災
」を
考
え
よ
う

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

安
全
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

中
間
申
告
と
納
付（
個
人
事
業
者
）

自
衛
隊（
一
般
曹
候
補
生
）

採
用
試
験
の
案
内

若
者
の
た
め
の
就
職
相
談
会

（
岩
手
町
開
催
）　
※
要
予
約

申
込
み
は
こ
ち
ら
▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
▼
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６月受け付け分

よろこび かなしみ

人口の動き
　人　口　
　世帯数
　　男
　　女

　11,077 人
　  5,236 世帯
　  5,488 人
　  5,589 人

前月比　（＋　４）
　（＋　８）
　（＋　５）
　（－　１）

令和８年６月 30 日現在 

▼出生２人 ▼死亡 11 人 ▼外国人住民 190 人

▼転入 28 人 ▼転出 14 人 

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望す
　る人のみ掲載しています。掲載希望の有無は、
　届け出の際に町町民課にお話しください。

● 生まれたお子さん ● ２人（２人）

日 お名前 保護者 行政区

16 佐藤　珠
す い
衣　　 大 樹 上愛宕下

22 久保　星
せ な
七　　 玲 美 駅 通

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

６ 佐々木　ヨシ（99） 本 人 沼 袋

11 緑川　幸一 （75） ケイ子 犬 袋

13 竹田　トシ子（87） 本 人 橋 場

14 田中　喜代志（91） 本 人 田中・栄小路

22 遠藤　榮記 （79） かち子 新 田

27 岩崎　一夫 （72） みらい 上五日市

28 岩﨑　五郎八（91） 本 人 雪 浦

29 中澤　ユキ （88） 正三郎 下苗代沢2

● 亡くなられた人 ●８人（11 人）

● お婿さん、お嫁さん● １組（２組）
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森
林
を
伐
採
、ま
た
は
開
発
す
る

に
は
、事
前
に
届
出
や
許
可
申
請
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
森
林
の
伐
採

や
開
発
の
計
画
が
あ
る
場
合
は
、そ

れ
ぞ
れ
次
の
担
当
へ
連
絡
・
相
談
く

だ
さ
い
。

【
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
立
木
伐

採
】 

 

町
農
林
課
林
務
畜
産
係　
☎

62
‐
２
１
１
１（
内
線
３
０
９
）

【
保
安
林
の
立
木
の
伐
採
や
土
地
の

形
質
の
変
更
】 

 

盛
岡
広
域
振
興

局
林
務
部　
☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐

６
６
１
５

【
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
１
㌶
を

超
え
る
開
発
行
為（
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
を
目
的
と
し
た
開
発
行

為
の
場
合
は
０・
５
㌶
）】 

 

盛
岡

広
域
振
興
局
林
務
部　
☎
０
１
９
‐

６
２
９
‐
６
６
１
６

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、お
客
様

の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
と
申
請
手
続
き
な

　
「
岩
手
町
初
心
者
手
話
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。
手
話
が
初
め
て
の
人
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
内
容
で

す
。
手
話
で
の
会
話
を
通
し
て
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
開
催
日
程　
10
月
７
日
、14
日
、21

　

日
、28
日
、11
月
４
日　
（
全
５
日

　
間
、水
曜
）午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
会
場　
岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
プ
ラ
ザ
あ
い　
２
階
小
中
会
議
室

●
参
加
費　
６
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
対
象
者　
町
に
居
住
・
通
学
・
通

　
勤
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
で
原

　
則
５
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員　
15
人

ど
の
特
性
に
応
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」は
、自
身
の

年
金
記
録
の
確
認
、将
来
の
年
金
見

込
み
額
の
試
算
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」や
各
種
通
知
書
の
確
認
な
ど
が

で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連

携
す
る
こ
と
で
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
の
申
し
出
、国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
の
電
子
送
付
な
ど

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
便
利
で
す
。
詳
し
く
は
、日

本
年
金
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

く
だ
さ
い
。

 
▼
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
定

期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
番
号

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

▼
盛
岡
年
金

事
務
所　

☎
０
１
９
‐
６
２
３
‐

６
２
１
１

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
お
い
て
、令
和
８
年

８
月
か
ら
、低
所
得
者
の
負
担
に
配

慮
し
つ
つ
、１
人
当
た
り
医
療
費
の

伸
び
に
応
じ
て
月
単
位
の
負
担
上
限

額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、長
期
に

わ
た
り
治
療
が
必
要
な
人
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
強
化
す
る
た
め

お
知
ら
せ

森
林
の
伐
採
や
開
発
に
は

そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
が
必
要
で
す

に
年
間
上
限
額（
８
月
か
ら
令
和
９

年
７
月
ま
で
の
自
己
負
担
上
限
額
）

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
は
後
日
、制
度
見
直
し

に
関
す
る
手
紙
を
世
帯
主
宛
て
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
】 

 

町
町

民
課
国
保
年
金
係　
☎
62
‐
２
１
１
１

（
内
線
５
０
２・５
０
８・５
０
９
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
】

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局　
☎
０
１
９
‐
６
０
６
‐
７
５
０
７

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
運

用
期
間
：
令
和
８
年
７
月
～
令
和
９

年
３
月
）　
☎
０
１
２
０
‐
６
１
７

‐
１
１
１

　
県
で
は
、今
夏
、県
外
か
ら
帰
省
す

る
人
を
対
象
に
、岩
手
で
働
く
魅
力

な
ど
を
発
信
す
る「
い
わ
て
お
か
え

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
県
公
式
の
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
イ
ト「
シ
ゴ
ト
バ
ク
ラ
シ
バ

い
わ
て
」に
新
規
登
録
い
た
だ
い
た

県
外
在
住
の
人
の
中
か
ら
抽
選
で

「
い
わ
て
牛
」な
ど
の
県
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内

容
の
詳
細
は
県
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
期
間　
８
月
１
日
㈯
～
９
月
30
日
㈬

 

県
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室　

☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐
５
５
８
８

●
日
時　
８
月
10
日
㈪
正
午
～
午
後

　
４
時（
受
付
午
前
11
時
30
分
～
）

●
会
場　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　

盛
岡
本
館
４
階「
岩
手
」「
姫
神
」

　
「
早
池
峰
」

●
参
加
費　
無
料

●
参
加
申
込　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

・

 

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー 

☎

０
１
９
‐
６
３
７
‐
４
５
２
２　
〔
Ｆ

Ａ
Ｘ
〕 ０
１
９
‐
６
３
７
‐
９
６
１
２

●
日
時　
９
月
12
日（
土
）午
前
10
時

　
～
午
後
１
時（
雨
天
決
行
）

●
会
場　
中
山
の
園
お
ま
つ
り
広
場

　

中
山
の
園
か
た
く
り　

☎

０
１
９
５
‐
３
５
‐
２
２
９
５

●
参
加
申
込　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
町
福
祉
介
護
課
福
祉

　
支
援
係
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
で
申
込
み　
※
町
外
の
人

　
は
勤
務（
通
学
）先
を
記
載
し
て
く

　
だ
さ
い

●
申
込
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

・

 

町
福
祉
介
護
課 

福
祉
支

援
係　

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線

５
１
２・
５
１
４
）　
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕 

61

‐
１
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６
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相
続
登
記
は
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
の
？
詳
し
く
知
り
た
い
け
ど
…
な

ど
の
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
司
法

書
士
に
よ
る
講
演
会
と
弁
護
士
な
ど

の
専
門
家
や
国
・
自
治
体
職
員
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
～
２
時「
相
続
登
記
に

　
関
す
る
講
演
会
」（
事
前
予
約
制
）

　

午
後
２
時
～
４
時「
く
ら
し
の
困

　
り
ご
と
相
談
所
」（
事
前
予
約
制
）

●
会
場　
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ

　
ン
タ
ー（
キ
オ
ク
シ
ア
ア
イ
ー
ナ
）

　
５
０
１
会
議
室

●
参
加
費　
無
料

●
予
約
受
付
期
間　
９
月
１
日
㈫
～

　
11
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後

　
４
時
45
分

●
予
約
方
法　
次
の
申
込
先
ま
で
電

　
話
く
だ
さ
い

・

 

総
務
省 

岩
手
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
９
‐

６
２
２
‐
３
４
７
０

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
証
運
行
を

実
施
し
て
い
る「
水
堀
エ
リ
ア
」の
あ

い
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、利
用

者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、８
月

１
日
か
ら
運
行
日
を
毎
週
火
曜
日
に

変
更
し
ま
す
。

 

町
企
画
商
工
課 

企
画
広
報
係　

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線
２
１
６
）

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」個
人
向
け

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

令
和
８
年
８
月
か
ら

高
額
療
養
費
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す

お
盆
に
帰
省
す
る
皆
さ
ん
へ

い
わ
て
お
か
え
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

介
護
・
保
育
・
福
祉
の

し
ご
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

第
44
回
中
山
の
園
ま
つ
り

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
（
水
堀
エ
リ
ア
）

毎
週
火
曜
日
の
運
行
に
変
更
し
ま
す

相
続
登
記
に
関
す
る
講
演
会

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
所

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

町
初
心
者
手
話
教
室
を
開
催

日 お名前 世帯主 行政区

６
丹内　裕徳　　
柳澤　奈穂　　

松次郎
潔

中 田
盛 岡 市

こ
の
内
容
は
、７
月
23
日
発
行
の
全
戸
配
布（
水
堀
地

区
）で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
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 町

公
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公

式
エ
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ク
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旧
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イ
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カ
ウ

ン
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Vol.59
沼宮内高の魅力、生徒の様子を紹介！

沼宮内高の「今」を体験する１日

YouTube

　沼宮内高は７月８日、沼高オープンスクール
（中学生体験入学）を開催し、町内３中学校をは
じめ、県内外から 81 人が参加しました。県外か
らは兵庫県、新潟県、千葉県や茨城県など６人
が訪れ、学校の特色や学びの魅力を体験しました。
　全体会では、学校紹介動画の上映や生徒会執
行部による学校紹介を実施。横坂さくら校長は

「小規模校だからこそ、一人一人が主役になれ
る」、「町からの経済的支援やアイルランドとの
国際交流、公営塾、秋まつりなど未来につなが
るさまざまな体験ができる」と学校の魅力を紹
介しました。その後、参加者は英語、理科、総
合的な探究の時間の３つのグループに分かれて
授業を体験し、学校生活への理解を深めました。

県内外から81人の中学生がオープンスクールに参加

総合的な探究の時間の取り組みを中学生に説明する２年生

沼宮内高オープンスクール

　後期生徒会長の山本詩
うた

さん（同高２年）は「地
域ぐるみの活動は、他校にはない沼宮内高なら
ではの魅力。小規模校だからこそ自分らしさを
発揮でき、心を豊かにしながら充実した高校生
活を送ることができる。ぜひ沼宮内高へ来てほ
しい」と笑顔で呼びかけました。

　広報いわてまちは、『記者
ハンドブック新聞用字用語集
第 14 版』に基づいて記事を
作成しています。原則、よろ
こびかなしみコーナー以外は
常用漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場合
も、常用漢字での掲載となり
ます。ご理解をよろしくお願
いいたします。

沼高の情報発信は
こちらから≫≫≫

▼
７
月
17
日
、
愛
媛
県
西
予
市

で
開
催
さ
れ
た
第
63
回
全
国
広

報
広
聴
研
究
大
会（
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
）に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
率
直
な
感
想
、
も

の
す
ご
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
し
た
。
表
彰
式
に
参

加
し
て
い
る
他
市
町
村
の
広
報

は
ど
れ
も
魅
力
的
で
、
勉
強
に

な
る
も
の
ば
か
り
。
何
よ
り
、

行
っ
て
み
た
く
な
る
の
で
す
。

私
自
身
、
広
報
紙
は
町
の
皆
さ

ん
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド（
地
域

へ
の
愛
着
・
誇
り
）の
醸
成
を
図

る
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
制
作
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
う
や
っ
て
外

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
作
れ
ば
、

関
係
人
口
・
交
流
人
口
も
増
加

で
き
る
の
で
は
な
い
か
？
と
思

い
ま
し
た
。
た
か
が
広
報
、
さ

れ
ど
広
報
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
魅
力
、

町
に
住
む
皆
さ
ん
の
魅
力
、
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
発
信
し
、
皆
さ
ん
が

も
っ
と
岩
手
町
を
好
き
に
な
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
士
）
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